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事業者名   株式会社  オムニクス

代表者名         代表取締役  川口 衛

本社所在地       〒144-0056 東京都大田区西六郷1-14-1-101

事業所（東京支社）       〒144-0056 東京都大田区西六郷1-14-2-101

環境管理責任者    米山 夏奈

連絡担当者      米山 夏奈
 
連絡先        TEL ： 03-6715-9833

FAX ： 03-6715-9863
E-mail ： omacc@omnics.jp

認証・登録の対象活動範囲
   （1） 認証・登録事業所 ： 東京支社
   （2） 認証・登録事業活動

・光通信機器類・精密加工部品・光学製品の販売
・交換用杖先ゴムの製造・販売

事業年度        

事業規模

単位 2022年度 2023年度 2024年度
百万円 304 269 211

人 7 7 7
m2 62 62 34.6

１. 組 織 概 要

売上高
従業員数
床面積

2023年10月 ～ 2024年9月
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　㈱オムニクスは、「私達は美しい地球をまもる」をスロ－ガンとして掲げ、地球環境の保全が

　人類共通の重要課題の一つである事を認識し、企業活動をあらゆる面で（資産・製造・知的

　㈱オムニクスは、光ファイバー関係の加工品及び杖先ゴムの販売を通じて、環境経営の

　継続的改善を行います。

　　このため、次に示す環境経営活動を行います。

　　1.　環境経営に関する法規制及び受入を決めたその他の要求事項を遵守し、一層の環境

　　　　経営に継続的に取り組みます。

　　2.　環境経営活動を推進するため、全ての組織及び従業員が活動出来る環境経営体制を

　　　　整備します。

　　3.　環境経営活動の中で、特に以下の項目について優先的保全活動を推進します。

　　　　①二酸化炭素の排出の維持管理（脱炭素への取組を考える）

　　　　②廃棄物排出量の維持管理（プラスチック・食品の食べ残し・ハンカチの活用）

　　　　③水使用量の維持管理

　　　　④納品方法を環境経営面から改善する（合理的な方法）
　　　　　　

　　　　⑤クレーム件数を下げるため取引先とのコミュニケーションを頻繁に取り問題解決に

　　　　　　取組ます。

　　4.  突然の社会現象（例えばコロナ問題）に対応を心がける

　　5.　環境教育を全社員に実施し、環境経営方針の遂行とともに、取引先へ環境経営方針

　　　　を周知し、理解と協力を要請します。

　　　　　　　制定日

　　　　　　　改訂日

承認

川口　 衛

基　本　理　念

基　本　方　針

　財産等）、地球環境の保全に配慮して行動します。

　環　境　経　営　方　針　

作成者

米山 夏奈

2009年10月19日

2024年10月27日

　　　株式会社　オムニクス

　　　代表取締役　川口　衛
２



責任者 責任者
(通い箱） (コミュニケーション）

中村 等 井上 誠

1環境経営方針の制定

2.代表者は、経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

3.代表者は効果的で必要十分な実施体制を構築する。

4..実施体制においては、各自の役割、責任及び権限を定め、全従業員に周知する。

5.環境経営システムの実施及び管理に必要な経営資源を準備する。

6.定期的にエコアクション21に基づく環境経営全体の取組状況及びその効果を評価、

項目等を総括的な見直しを実施し、必要な指示を行う

1.環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

3.それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する

4.関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

5.環境関連の文書及び記録の作成、整理

1.環境経営管理責任者の補佐、ＥＡ21推進委員会の事務局

2.環境負荷の自己チェック及び環境へ取り組みの自己チェックの実施

3.環境経営目標、環境計画書原案の作成

4.環境活動の実積集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成

5.環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

6.環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境経営レポ－トの作成

1.自部門における環境経営シテムの実施、環境経営方針の周知、従業員に対する教育

 訓練の実施、自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況報告

2.自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況報告

3.特定された項目の手順書作成及び運用管理

4.自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、記録

の作成

承認

川口  衛

5.自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

部門責任者

2.社⾧への環境経営システムの実施状況報告 

責任者

（一般廃棄物・水）

米山 夏奈

責任者責任者

(電 力）

営業部 飯田裕一郎

役職 責任 ・ 内容 

代表取締役社⾧

環境管理責任者

事務局

環境管理責任者

米山 夏奈

３. 組 織 体 制

作成者

米山 夏奈

改定数

1 担当者・担当内容の見直し

改定理由

2024年5月13日

改定年月日

事務局
米山 夏奈

（ガソリン）

営業部 藤田 栄治

代表取締役社⾧

川口 衛
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環境方針を踏まえて、下記4項目について環境経営目標を設定するにあたり、1，3，4は、

今期はデータの集計をすることとする。

ガソリン使用量の維持管理

して日々取り組む

廃棄物排出量の維持管理

一般廃棄物       して日々対応する

して日々対応する

※ 化学物質は、使用しておりません。

2

1 km/L
燃費の向上

節電の徹底 -
各自節電を意識

節水の徹底 -
各自節水を意識

-
各自削減を意識

2025年度

目標

４. 環 境 経 営 目 標

2026年度

（10月～9月） （10月～9月） （10月～9月）

目標 目標

環境経営目標 単位 基準

2024年度

データ集計
基準値の決定後、目標値を算出する

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

基準値の決定後、目標値を算出する

基準値の決定後、目標値を算出する

梱包材（段ボール）の削減

基準値算出

4 件/年
データ集計

3

基準値算出

％
データ集計

基準値算出

クレーム(赤伝）件数の削減

作成年月日

2024年6月27日

作成者

米山 夏奈

承認

川口  衛
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・エコ運転の実施（急ブレーキ・急発進） 毎 日 各 自

・まとめ運行計画の実施 毎 日 藤 田

・エコドライブ１０のすすめ（社用車内に置く) 毎 日 藤 田

・空調温度管理実施 （ 冷房28℃  暖房20℃ ) 6・12月 飯 田

・エアコンのフィルタ掃除 年/2回 飯 田

・不用照明の消灯 毎 日 各 自

・分別を徹底する。 毎 日 各 自

・廃棄物の削減に努める。 毎 日 各 自

・ペ－パータオルの削減に努める。 毎 日 各 自

・節水に努める 毎 日 各 自

・入荷時の段ボール箱を積極的に再利用する。 毎 日 中 村

・通い箱の活用推進（梱包材の削減） 毎 日 中 村

・プラトレーの活用促進（梱包材の削減） 毎 日 各 自

・コミュニケーション不足によるクレーム（赤伝）が発生 井 上

 しないように取引先とのミーティングを定期的に行う。 飯 田

・図面変更時の連絡を確実に行う。 随時 井 上

承認 作成者

川口  衛 米山 夏奈

※ 化学物質は、使用しておりません。

5. 環 境 経 営 計 画

1 環境経営目標に合わせて調整したため 2024年6月27日

4 クレーム(赤伝）件数の削減

ミーティングの回数をカウントして来たが、

クレーム件数の削減を目標に取り組む

梱包材（段ボール）の削減

電力使用量の維持管理

使用量の削減を続けて来たが、これ以上の削減は難しく

使用量の計測もできなくなったため維持管理を目標に取り組む

水使用量の維持管理

担当者

件/年

改定数

使用量の削減を続けて来たが、これ以上の削減は

改定理由 改定年月日

2

2-1

2-2

2-3 難しいと判断したので、維持管理を目標に取り組む

3

日程改善取組事項 具体的取組内容

一般廃棄物の維持管理

使用量の削減を続けて来たが、これ以上の削減は

難しいと判断したので、維持管理を目標に取り組む

1
ガソリン使用量の維持管理

昨年度とは使用条件が変わったため、使用量の削減を

目標とするのではなく、燃費の向上を目標に取り組む

5



1 入荷時の段ボール箱を積極的に再利用する。

通い箱の活用推進 プラトレーの活用推進

2 クレーム(赤伝）件数削減のため、取引先と定期的にミーティングを行う

社用車の買い替え

3 ホンダ・ストリーム 13.2㎞/L → スバル・インプレッサ 15.8㎞/L

自動車の燃費性能を向上し、二酸化炭素の排出量を削減することに成功しました。

改定数 改定年月日 承認 作成者

1 2024年6月27日 川口  衛 米山 夏奈

改定理由

環境経営目標に合わせて調整したため

下記、取組内容

６. 計画の実施した取組内容
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実積

ガソリン使用量の維持管理 基準値を10/L

とする。

取組表の作成

して日々取り組む 実施できた

廃棄物排出量の維持管理 取組表の作成

一般廃棄物　　　　　　 して日々対応する 実施できた

取組表の作成

して日々対応する 実施できた

基準値を

77.7％とする。

基準値を

40件とする。

改定数 改定年月日 承認 作成者

1 2024年6月27日 川口　 衛 米山 夏奈

※　化学物質は、使用しておりません。

-

-40件/年

100％意識し
対応できた

100％意識し
対応できた

100％意識し
対応できた

100%

100%

100%

74.05%

環境経営目標 単位 基準

-

各自節水を意識

1 km/L
燃費の向上

各自節電を意識

各自削減を意識

７.　環　境　経　営　目　標　実　績

目標達成評価

4 クレーム(赤伝）件数の削減 件/年
データ集計

基準値算出

3 ％
データ集計

基準値算出
梱包材（段ボール）の削減

2

節電の徹底

改定理由

環境経営目標に合わせて調整したため

10ｋｍ/L -

達成％

目標

2024年度

（10月～9月）

100％意識し
対応できること

-
100％意識し

対応できること

節水の徹底 -

データ集計

基準値算出

100％意識し
対応できること

参考資料
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2024年度 最終
達成度 結果

二酸化炭素の排出量の削減

・空調温度管理実施 （冷房28℃ 暖房26℃)

・エアコンのフィルタ掃除

・不用照明の消灯

・エコ運転の実施

・まとめ運行計画の実施

・エコドライブ１０のすすめ（社用車内に置く)

廃棄物排出量の維持管理

・分別を徹底する。

・廃棄物の削減に努める。

・ペ－パータオルの削減

・不用紙の裏面使用

水使用量の維持管理 ・節水に努める

環境配慮商品・サ－ビス

・入荷時の配送箱を積極的に再利用する。

・通い箱の活用推進（梱包材の削減）

・プラトレーの活用促進（梱包材の削減）

・コミュニケーション不足によるクレーム

 （赤伝）が発生しないように取引先との

 ミーティングを定期的に行う。

・図面変更時の連絡を確実に行う。

作成年月日 作成者

2024年6月27日 米山 夏奈

※ 取組結果： ○ 効果があった  △ ほぼ効果があった  × 効果がなかった - 対象外

※ 化学物質は、使用しておりません。

4

1-1

電力使用量の維持管理

5 -

-

100%

100%

1

2

3

梱包材（段ボール）の削減

８. 環境経営計画・取組結果・評価

維持管理を目標として

取り組みました。
100%

評価

〇

改善取組事項 取 組 項 目

承認

川口  衛

維持管理を目標として

取り組みました。

1-2

ガソリン使用量

   の維持管理

--
燃費向上を目標として

基準値の検討を行った。

-

クレーム（赤伝）件数の

削減を目標として

基準値の検討を行った。

クレーム(赤伝）

  件数の削減

一般廃棄物の維持管理

〇
維持管理を目標として

取り組みました。

〇

再利用のパーセンテージ

アップを目標として

基準値の検討を行った。

〇
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環境方針を踏まえて、下記5項目について環境経営目標を設定した。なお削減・増加目標は

2024年度を基準に設定した。

ガソリン使用量の維持管理

各自節電を意識

して日々取り組む

廃棄物排出量の維持管理 各自削減を意識

一般廃棄物       して日々対応する

各自節水を意識

して日々対応する

※ 化学物質は、使用しておりません。

10ｋｍ/L 10ｋｍ/L 10ｋｍ/L

クレーム(赤伝）件数の削減 件/年

-

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

77.7% 81.59% 85.66% 89.95%

10ｋｍ/L

39件/年 38件/年

2027年度

（10月～9月）

目標目標

（10月～9月）

2025年度

目標

2026年度基準

2024年度の実績

-
100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

節水の徹底
100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

-
100％意識し

対応できること

100％意識し

対応できること

米山 夏奈

承 認

川口  衛2024年10月27日

作成年月日

37件/年

９-１. 2025年度 環境経営目標

作成者

40件/年

3 梱包材（段ボール）の削減 ％

1 km/L
燃費の向上

4

（10月～9月）環境経営目標 単位

2

節電の徹底
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・空調温度管理実施 （ 冷房28℃  暖房20℃ ) 6・12月 飯 田

電力使用量の維持管理 ・エアコンのフィルタ掃除 年/2回 飯 田

・不用照明の消灯 毎 日 米 山

・エコ運転の実施 毎 日 飯 田

・まとめ運行計画の実施 毎 日 飯 田

・エコドライブ１０のすすめ（社用車内に置く) 毎 日 藤 田

・運行記録の記帳 毎 日 藤 田

・分別を徹底する。 毎 日 米 山

・各自が購入したボトル類は持ち帰る。 毎 日 各 自

・ペ－パータオルへの変更 毎 日 各 自

3 ・節水に努める 毎 日 米 山

・納品時のダンボール再利用を積極的に指導。 毎 日 中 村

・通い箱の促進（取引先と実施中） 毎 日 中 村

・協力会社との定期的な会合を行う。 井 上

・図面変更時の連絡を確実に行う。 井 上

6 商品パッケージの変更 毎 日 米 山

※ 化学物質は、使用しておりません。 作成者

米山 夏奈

梱包材（段ボール）の削減

作成年月日

2024年6月27日

件/年5
クレーム(赤伝）件数削減のため

ミーティングを行う
 

・ラクーンステッキのパッケージをビニールから

  再生可能素材の段ボールに変更する。

９-２. 2025年度 環 境 経 営 計 画

承認

川口  衛

担当者

2

水使用量の維持管理

1

1-1

1-2
ガソリン使用量

   の維持管理

改善取組事項 具体的取組内容 日程

一般廃棄物の維持管理

4 4-1
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（1） 該当環境関連法規定と違反状況

法的要求事項等の 改定 違反 確認

名称 2024 2024 2024

  ・業務等） 年度 年度 10月12日

1 特定家庭用機器 エアコン ・使用済家電品 無し 無し 米山

再商品化法 冷蔵庫  リサイクル処分

（家電リサイクル法) ・廃棄時法遵守の適切に

 処理

2 使用済自動車の 普通自動車 ・自治体の登録を受けた 無し 無し 米山

再資源化等に関する法律 （社用車1台）  引取り業者への引き渡し

  義務。

（自動車リサイクル法） ・新車購入時又は車検時

  料金。

3 廃棄物の処理及び プラスチック類 ・一般廃棄物の分別 無し 無し 米山

清掃に関する法律 金属類・硝子類    収集徹底、排出

（一般廃棄物の処理） 紙類・

事業系廃棄物の

分類

4 大田区廃棄物の減量及び 事業系廃棄物 ・事業者は、条例別表第1に 無し 無し 米山

適正処理に関する条例 規定する廃棄物処理手数料を

第３５条 満たす有料ごみ処理券を、

※ 環境関連法規制について、自主的にチェックした結果法令違反は過去３年間ありません、

 上記関連法規に違反や指摘、訴訟はなく、また周りからの苦情もありません。

※ 今後とも関連法規の改定などに注意します。

※

NO2 令和2年4月1日付、自動車リサイクル法（平成29法律第61号改定）

NO3 施行日令和4年6月17日

排出するごみ及び資源物に

ちょう付する。

NO1 平成10年6月5日 公布日 廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律

NO4 施行日令和5年10月1日

(リサイクル料金）の委託）

  10. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 における再資源化等

NO

監視・測定項目 法的要求事項等の

 適用施設

遵守事項内容及び基準

  （業者に依頼する）
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1） 全体及び個別評価

エコアクションの取り組みは15年を超えて、環境意識は従業員に定着しています。

また、今年一月の事務所移転で環境も変わりました。

このため節電、節水、廃棄物削減は数値目標から維持管理を目標とした取り組みに

変更しました。

調達を主たる業務としているため、本業での環境への取り組みは難しいものの活動の

　 可能性をの模索しています。

来期には、杖先ゴム「ラクーン」の新商品（炭素繊維・カーボン素材）の発売を機に

環境に配慮した新エコパッケージなども検討したいと考えております。

また、古物商の資格取得を進めて、従来廃棄物となっていた自社やサンエー事務機の

在庫をリサイクル品として販売することも検討しています。

2） 見直し指示

① 環境経営方針の変更の必要性あり。

 来期より以下の項目を追記する。

・自らが生産・販売・提供する製品の環境性能向上及びサービスの改善

環境負荷については、今期より維持管理へ変更したので、しばらく変更の予定なし。

作成年月日 指示者 作成者

2024年12月20日 川口  衛 米山 夏奈

12

➁  実施体制の変更の必要性なし。

11. 代表者による全体の評価と見直し指示


